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【背景と目的】 
 Acinetobacter calcoaceticus-Acinetobacter baumannii complexに分類される菌のうち、
A. baumannii, A. pittiiおよび A. nosocomialisは医療関連感染において重要な一群を構成
する菌であり、一括して A. baumannii groupと扱われる。国内において、これら A. baumannii 
groupによる血流感染の臨床・疫学的な特徴については十分に明らかになっていない。このた
め、本研究では血流感染における A. baumannii groupの疫学および臨床調査をおこなった。 
 
【対象と方法】 
 2009年から2013年の間に、防衛医科大学校病院にて検出・同定された47のA. baumannii 
group菌株について、診療録から臨床情報を収集した。菌株については詳細な菌種を特定する
ため、RNA polymerase b-subunit (rpoB)領域の配列を同定し、既存のデータベースから菌種
を決定した。また、A. baumanniiについては、パルスフィールドゲル電気泳動により分子疫
学的調査も並行しておこなった。30日死亡率および院内死亡率を主要評価目的とし、菌株の
分布、薬剤感受性および臨床背景を副次評価目的とした。 
 
【結果】 
 得られたA. baumannii groupの菌株についてrpoB配列の解析を施行したところ、A. 
baumanniiは25株(49.0%)、A. pittiiは17株(33.3%)およびA. nosocomialisは5株(9.8%)であ
った。30日死亡率および院内死亡率については各群間で有意差を認めなかった。臨床背景に
ついても各群間でほぼ有意差を認めなかった。A. baumanniiでは、同一のパルスフィールド
ゲル電気泳動パターンを示す薬剤耐性株が3株みられた。薬剤感受性が低い株はA. baumannii
で認められ、結果的にA. baumanniiではアミカシン、レボフロキサシンに対し感受性が低い
傾向を認めた。 
 
【考察と結論】 
 今回の研究では、国内においてこれまで報告がなかった、A. baumannii groupによる血流
感染の臨床・疫学情報を調査、検討した。死亡率や臨床背景はA. baumannii groupの各菌種
間で類似していたものの、薬剤感受性について一部に耐性を有する傾向がみられた。特にA. 
baumanniiでは薬剤耐性を有する株が含まれていることから、Acinetobacterの菌種を正確に
同定することが治療薬の選択に有益な情報を与えると考えられた。 
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